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定員 32名 管理者名 宇野　大典

障害種別

土日祝

評価
新規利用者は複数名いたが、退所者や通所が減った利用者の
減少分をカバーすることは出来ず、当初予算を大幅に下回っ
てしまった。

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針

運
営
面

〇職員の学び・向上
　・ケース検討会の開催や法人内外での研修参加等を通して支援力を高める。
　・非常勤職員を含めた情報共有や会議の時間を設ける(午後閉所等)。

経
営

・新しい利用者を増やすため、地域のクリニックや関係機関、学校等を訪問する。
・学生ボランティアを積極的に受け入れる。
・多機能型御影倶楽部や地活と、作業やプログラムを通じて交流を活発に行い、将来的な利用者
　確保に繋げる。

2024
年度

イメージ

リチェルカ1期卒業生から新規利用者が入る可能性もある他、引き続き支援学校卒業生からの利用者増加も
見込まれる。知的利用者の増加に見合う作業の確保や職員の支援力向上が必要となる。それだけではなく、
地域のクリニックや関係機関から、障害種別を問わず新規利用者の増加に向けた広報活動にも力を入れる。

2023
目標

5080日 対策

・支援学校やクリニック、関係機関への営業活動(パンフ
　レット配布、紙漉きワークショップの開催等)を積極的に
　行う。
・定例で仕事以外の楽しみを提供する。

開所日・時間 平日9:30～15:30 月1～2回開所

利用日数

2022
予測

4790日

・メンバー一人ひとりがその人らしい人生を送れるよう、適性に合った作業、安心して働ける
　環境や人間関係、仕事以外の楽しみの機会を作り出す。
・多様な障害特性や生活環境を持ったメンバーを支援するため、職員は学びや話し合いを
　積極的に行う。

取組
内容

支
援
面

事業所名 御影倶楽部

事業名称 就労継続支援B型 精神、知的、身体

スタッフ体制 管理者兼サビ管1名、職業指導員2名、生活支援員1名(非常勤)、目標工賃1名

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価

・利用日数は、法人内からの新規利用者が複数名いたが退所者や長期欠席者の減少分をカバー
　するほどではなく、予算を下回ってしまった。
・現在の利用者の特性に合った仕事はある程度提供出来た。在宅での就労を希望する利用者への
　作業提供も引き続き出来た。担当者のネットワークを活かして工賃に占める紙漉きの比重が
　徐々に上がってきたが、下請けの種類や量が減ったため時給は下がった。
・外出レク、白鶴酒造や支援学校でのイベント等、外部と繋がる機会を増やせた。
・外部講師を招いた工賃向上研修を定期的に実施したほか、職員個別で外部研修にも参加した。

上記に
対する
拡大/
改善
課題

・新規利用者確保のため、クリニックや学校、関係機関等への営業・広報活動により力を入
　れる。
・紙漉きの商品力向上や売り先拡大等を通じて工賃アップを図る。より作業単価の高い下請け
　作業を探す。
・レクを定例化することで、「仕事」だけの運営では足が遠のいている利用者の来所への
　モチベーションアップにつなげる。
・研修実施だけではなく、日頃から職員間で情報共有や話し合いの時間を確保する。

〇メンバーの仕事
　・メンバーそれぞれの障害特性や得意な事を活かすことができるよう下請け／清掃／紙漉きの
　　作業バランスを考慮しながら確保する。紙漉きの付加価値の向上、作業単価の高い下請けを
　　探すなどして工賃アップを図る。エムワークスとの作業共有も行う。
　・引き続き在宅就労を希望する利用者のニーズに応える作業を提供する。
　・メンバーが安心して働き、外部からの訪問者にも好印象を持って貰える作業環境に整える。
〇仕事以外の取組み
　・外出レクの定例化やアートイベント等への参加を通して、メンバーの仕事以外の楽しみや
　　相互理解の機会を持つ。
　・家族会を開催し、家族との顔の見える関係性を深める。

1



定員 8名 管理者名 宇野　大典

障害種別

・コロナの影響を受けながらも、面接会の実施や求人数が少しずつ増加しており

　前年度の就職者2名→5名に増加した(うち1名は退職)

・作業量や作業の進め方について企業と話し合ったが折り合わず、同じ作業をする

　別の企業と新たに契約を交わした。

・課外プログラムの実施等、メンバー同士で話し合って内容を決める機会を作った。

・作業量を精査しても、支援員が作業に入らないと納期が間に合わないことがある。

・人数が少ない分、メンバーと支援者との距離感が近くなり過ぎ緊張感にかける

　環境になっている。

・就職に向けてのプログラムや作業経験の強化

・法人内職員の交流の促進(Ｂ型職員⇔移行・定着・自立訓練職員)

・広報活動の強化(メンバー募集活動)

・学校関係との情報共有(体験会や見学会の定期的な実施)

・障害特性に偏らず、様々な障害の方を受け入れる体制(営業・支援)づくり

・施設外作業がないため施設内の狭い空間のみ活動となっており、適度な距離を保つ

土日祝

2024
年度

イメージ

・法人内他事業所からの受け入れを視野に入れて連携を図る。

・療育の方に偏った支援にならず、他障害に方に向けたプログラムも考案する。

・現メンバーのためにも、新しいメンバーを確保をする。

2023
目標

608日 対策
定員の半分を満たしていない状況でスタートする、

支援と広報活動の両立を第一課題とする。

開所日・時間 月～金 9：00～16:00 なし

利用日数

2022
予測

984日 評価
就職により年度後半から3名の利用となったが、安定

して通所されている。

　就職実績に力を入れるようになったことがある。今後は、学校との繋がりのみに

　頼らず、法人内および各関係機関との連携を強化していく必要がある。

・人数が少ない今のタイミングを活用して様々な障害の方の受け入れを図る。

経
営

・昨年度に引き続き、就労継続支援と就労移行支援等の支援内容は異なるが、法人内

　職員が誰でも双方の支援が行えるように交流を実施していく。

・報酬単価減額は免れない。法人全体での新規利用者獲得に向けての取り組みが必要

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価

上記に
対する
拡大/
改善
課題

・年度途中の利用者がなく、年間を通してメンバー数が3名程度にとどまった。

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針

取組
内容

支
援
面

　ことが難しく支援者への依存傾向が見られる。誰のための訓練なのか、利用の目的

　や個々の課題の意識付けを繰り返すことにより、就労意欲を高める支援が必要。

・企業との連携およびメンバーのメンタル面でのケアをおこない、就職後の支援に

　力を入れる。

・メンバーの就職先企業新規開拓。

運
営
面

・毎年、支援学校在籍中の進路実習からワークスを契約する方が3名ほどいたが、

　23年度の新規利用者は1名のみとなっている。原因として、各学校が卒業時の

スタッフ体制 管理者兼サビ管1名、職業指導員1名、生活支援員1名(兼務)、就労支援員1名非常勤

事業所名 就労移行支援事業エム・ワークス

事業名称 就労移行支援 知的・精神・発達・身体

2



定員 管理者名 宇野　大典

障害種別

・月1回以上のメンバーとのコミュニケーションの継続強化

・コロナの状況を見ながら企業担当との面談を増やしていく。

・メンバー増に向けて余裕をもった支援体制を作っていく。

土日祝

2024
年度

イメージ

・3年間の支援の見通しを立て、個々の支援内容について考える。

・ライズと同時に、ワークスの経営の回復を図ることで安定したメンバーの確保をする。

・引き続き各関係機関への周知と、本人・企業へのこまめな支援の実施

2023
目標

98日 対策
毎月10名程度の利用が継続されるため、計画立てた

支援の実施が必要となる。

開所日・時間 本人の希望に合わせ決定（平日） なし

　地盤を固めてから受け入れが可能か否かを判断する。

経
営

・直近ではメンバー増となっているが、利用期間が終了していくと同時に減少して

　いく見込み。今後のワークスの利用者・就職者数が大きく影響する。

利用日数

2022
予測

76日 評価
2名退所予定。2名新規利用開始。外部からの問い

合わせも増加傾向にある

・年度当初は6名でスタートしたが2名退所(うち1名は期間満了)、ワークスとの連携

　により4名が利用開始したため8名に増加している。

・各関係機関への周知の成果により法人外部の方を1名受け入れた。

・ほとんどの利用者と月1回の面談実施することが出来た。

・相談しただけで終わるのではなく、解決に向けた助言を受けた後の実践行動および

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針

取組
内容

支
援
面

・月1回の面談の目的を改めてメンバーに伝える。

・現状の悩みや不安等を掘り下げて聞き取っていく中で問題を整理し、優先順位を

　考えて相談する力を身につけて頂く。

　結果の振り返りを行う。

・休日の過ごし方、ストレス発散法等、ワークライフバランスについて共に考える。

・契約期間終了後の支援体制について関係機関との連携を深める。

運
営
面

・ワークス利用終了後から定着支援に力を入れていき、スムーズにライズへ移行

　できる体制づくり

・本人への支援だけでなく、企業担当者との関係づくりに力を入れ、情報を共有する

　ことにより信頼を得る。

・外部から利用を希望される方に対して各関係者間での情報共有をしっかりと行い、

・定着支援を終了した方がわかばを利用することになり、本人の安心感に繋がった。

上記に
対する
拡大/
改善
課題

・企業は本人との雇用契約であり家族とは関わらない傾向にあるが、利用者の大方が

　自己決定能力に乏しく家族の意見に左右されてしまう傾向にある。家族支援も含め

事業所名 就労定着支援事業エム・ライズ

事業名称 就労定着支援事業 知的・精神・発達・身体

スタッフ体制 常勤1名(就労移行支援と兼務)

　て求められる支援の幅が広がっている。

・毎月の支援報告書以外で、日頃から細かな連携が取れている企業とそうでない企業

　に分かれている。

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価
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定員 12名 管理者名 宇野　大典

障害種別

土日祝

評価
安定して来られている利用者がほとんどだがメンタ
ル面が安定せず通所日が減ってきている利用者がい
る。法人としての振り返りの機会を求めた。

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針

運
営
面

・プログラムの幅を広げるためボランティア等の募集をする。
・3期生を意識して学校からの実習だけでなくリチェルカ主催の体験実習を行う。
・支援学校卒業生以外の年度途中の利用者受け入れにも取り組んで、在籍者の視野
　と意識の拡大に繋げていきたい。

経
営

・関係機関への広報活動（SNS等）を継続していく事で広く事業内容を知って貰
　い、利用者獲得に繋げていく。
・学校からの実習だけでなく、リチェルカ主催の体験実習を実施する事で利用者獲
　得に繋げていく。

2024
年度

イメージ

2022年度に実施した体験実習では当時の高校2年生や1年生が多く、2024年度は当時
の高校2年生が対象者となる。事業への興味が継続していれば3期生の応募が多いかも
しれない。その興味を維持するために2023年度中に営業や広報活動、体験実習など
行っていく必要がある。

2023
目標

1447日 対策
自立訓練に来る意味や充実感を感じられるような活
動をする事で通所への意欲を高められるようにす
る。法人から活動内容への意見を求めたい。

開所日・時間 月～金　9：30～15：30 イベント等に応じて開所

利用日数

2022
予測

1,174日

・一人ひとりへの支援だけでなく、保護者との面談も行い「自分らしい生き方」を
　サポートする。
・3年目に向けた利用者獲得をしていく。

取組
内容

支
援
面

事業所名 リチェルカ

事業名称 自立訓練（生活訓練） 知的　精神　発達

スタッフ体制 管理者1名、サビ管1名、生活支援員3名(常勤1名、非常勤2名)

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価

・日々の様々な場面において「自分で決める」機会を体験する事で、自己決定の意
　識を持つ訓練ができている。また、決めた事の結果がどうだったのかを振り返る
　事で、自身の行動に対しての評価や、自分と他者への責任を考えられる取り組み
　を行ってきた。
・4名の外部講師によるプログラムが実施できた。また、近隣の寺清掃で地域と繋が
　る事ができたが繋がった数としてはまだまだ少ない。
・SNSで日々の活動を公開しているが広く知られていっている実感は未だない。
・二年後の進路決定に向けた体験実習を行う事ができた。
・職員体制の関係で外部研修にはほとんど参加できなかった。

上記に
対する
拡大/
改善
課題

・活動を広報する機会やツールを増やす事で事業に興味を持って貰えるようにし
　て、利用者獲得だけでなくボランティアや共に活動ができる事業所・団体などと
　の繋がりを増やしていきたい。
・2年目利用者には法人外事業所実習の機会を設け、進路を絞り決定を促していく。
・非常勤の採用などで職員体制にゆとりができれば、他事業所への営業や見学、
　研修等に参加できる機会を持てる。

・自己決定と振り返りを繰り返す事で、その人らしい自立を目指した経験を積める
　ようにする。
・他者の理解、受け止めができるような関わり合いを持てるようにする。
・体験実習等を通して2年目利用者の進路を決定する。
・1期生、2期生が一緒に活動する事でお互いに刺激し合える活動づくりを行う。
・プログラム充実のために外部講師を含め地域と繋がれる機会を探す。
・進路の選択肢を増やすため、他事業所と見学や体験実習実施で連携する。

4



定員 17名 管理者名 葛目　昌子

障害種別

土日祝

・新しい一体型咲くら工房の形態になり職員の入れ替わりもあるので職員連携を強化する。
・高工賃を目指していく。

取組
内容

支
援
面

事業所名 咲くら工房

事業名称 就労継続支援B型 精神・知的・身体

スタッフ体制 管理者１名、サビ管1名、職業指導員2名(非常勤1)、生活支援員2名(非常勤2)

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価

・関係機関にリニューアルしたパンフレットを配布し、利用者・作業状況などの説明を行った。
・2020年度からの実績低迷の改善と今後家主の変更予定のため、咲くらPJを第5回まで行い事
　業所内と法人内にアンケート実施、B型事業所「ぐりん・どあ」さんとの情報交換会、木の芽B
　型事業所とアドバイザー藤井氏とのグループ学習、軽作業をどうするか、弁当チラシの改善な
　ど検討できた。
・六甲倶楽部と弁当配達や歯ブラシ作業で双方の利用者が作業応援に入り連携し合える関係作り
　ができた。
・咲くら工房単体では平均工賃1万円越えを達成できた。最高工賃は46,540円(12月現在)。

上記に
対する
拡大/
改善
課題

・今年度も引き続き関係機関に出向いて利用情報を求めている当事者に繋がるようにしていく。
・咲くら工房の建物の今後についての内容は未定。弁当・軽作業の両方継続の方向性は決まった
　ので、更なる工賃アップと利用者増員に向け大切な課題を絞っていき咲くらPJを終結する。
・一体型にひらめの家も加わった。利用者の通所しやすい作業内容を工夫したり、3事業で様々な
　下請け作業内容を受け入れるなど一体型を生かしていく。
・軽作業で工賃算出方法を見直して更なる全体平均工賃アップを目指す。

・個別性、障害特性に合わせた得手不得手・やりがい・ニーズなど丁寧に一人ひとりに寄り添
　い、それぞれの充実感、達成感を感じて来所してもらえるように、作業量を増やし作業内容や
　工程、支援計画を工夫する。
・皆勤手当、業務手当等は利用者にも分かりやすくフォーマットを作成して見える化し、利用者
　のやりがいアップにつなげる。
・下請け工賃の算出方法を月変動時給に変更し平均工賃の底上げをする。

運
営
面

・外出レクや事業所内でのイベントを、弁当作業とスケジュール調整（金曜や祝日前日）して利
　用者の希望やコロナの状況にあわせて行う。仕事以外の楽しみやリフレッシュの機会を充実さ
　せて利用者同士の理解の場にもつなげる。
・弁当配達や地域の販売会、募金百貨店に参加して地域とのつながりや交流を深める。
・支援学校の実習を積極的に受け入れて利用者募集を発信する。

経
営

・上記の内容により全体利用者の利用率を上げ、1日平均13人以上の通所を目指す。
・強化月間として、7月と2月に関係機関にパンフレットの配布と利用者・作業状況等を直接情報
　提供してPRする。

2024
年度

イメージ
利用実績アップと高工賃を目指す。

2023
目標

3250日 対策
登録者の利用率アップのため、個別ニーズへの対応や作業
内容の工夫をして来所率を上げる。関係機関へ定期的なPR
を実施する。

開所日・時間 月～金　8：30～16：00 祝日開所

利用日数

2022
予測

2862日 評価
急な利用者退所や入院・長期欠席に対して新規利用者登録数
が追い付かなかった。

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針



定員 10名 管理者名 葛目　昌子

障害種別

土日祝

・一体型咲くら工房としての連携を強化し、利用者間の交流を活性化させる。
・「女性が多く静かな環境」といった事業所の特色を知ってもらえるような営業活動
　を行う。

取組
内容

支
援
面

事業所名 六甲倶楽部

事業名称 就労継続支援B型 精神・知的・身体

スタッフ体制 管理者1名(兼務)、サビ管1名(兼務)、職業指導員2名(内非常勤1)、生活支援員2名(非常勤)							

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価

・咲くら工房との連携を進め、お弁当配達や下請け作業での協力体制が出来た。
・お菓子作業については地域とのつながりを視野に入れ、近隣の介護デイサービス
　に「敬老の日に向けたお菓子」のプレゼントを行った。
・新しく太陽ブラシの下請け作業をスタートして、常に安定した作業量を提供できる
　ようになった。

上記に
対する
拡大/
改善
課題

・今年度は一体型として一緒になったひらめの家との連携も強化し、下請け作業での
　協力体制を整えそれぞれの得意な力を活かせる作業を提供出来るよう進めていく。
・お菓子作業の情報提供をSNS等を通じて発信し、注文につなげられるようにして
　いく。

・利用者の個別の生活面での課題を聴き取り、家族や関係機関との連携を行う(個別
　の定期面談や就労移行に向けた作業内容やスケジュール調整、在宅支援等個別に
　支援内容を充実させる)。
・障害特性や個人の得意な事や苦手な事を丁寧にすくい上げ、得意な事を活かせる
　ような作業内容や作業量の見直しも検討する。
・やりがいや達成感を感じてもらえるよう、下請け作業の工賃算出方法を変動時給
　に変更する。

運
営
面

繁忙期と閑散期の時期を利用し、レクレエーションなどのイベントを行い利用者間の
相互理解の機会を持つ。

経
営

強化月間として、7月と2月に関係機関にパンフレットの配布と利用者・作業状況
等を直接情報提供してPRする。

2024
年度

イメージ

・利用実績数を増やす。
・ひらめの家との連携の強化。

2023
目標

1,970日 対策
個別ニーズへの対応や作業内容の工夫を行い来所率を
上げる。関係機関への定期的な挨拶周りの実施。

開所日・時間 月～金　9：00～16：00 なし

利用日数

2022
予測

1,827日 評価
利用日数を増やした人がおられたものの、長期欠席
者・退所者が相次ぎ実績が落ち込んた。

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針

6



定員 ２０名 管理者名 　矢口　雅也

障害種別

土日祝

「しごと」を通して利用者同士が個性や能力の違いを認め合い、お互いに尊重し合える明
るく温かみのある事業所運営を第一とする。同時に新しい創作的な自主製品開発にチャレ
ンジする。また、作業だけではなく地域の人達との交流の場づくりや余暇活動を積極的に
取り入れていく(裏の畑の開放やワークショップの再開を検討)。

取組内
容

支
援
面

事業所名 一体型咲くら工房 ひらめの家

事業名称 就労継続支援B型 精神・発達・知的・身体

スタッフ体制 管理者１名,サビ管１名,職業指導員1名,生活支援員１名(非常勤),目標工賃１名

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価

下記に記した理由で９月上旬に「ベンガラ染め」を廃止したため、クリエィティブな活動
を望む複数の利用者の不満が高じて移籍をする人を出す結果となった。一部の方は「あん

ず」で受け止めて貰っている。事業計画の柱とした『染めを極める』からは真逆の結果と

なった。一方、下請け作業は安定した受注があり、新規作業の受注も受けることが出来
た。地域交流に関しては、ベンガラ染めの廃止・職員と業務体制の不安定化により活発な
活動が出来なかった。

上記に
対する
拡大/
改善
課題

・染めに「能力給」を導入した事により、一部の利用者の自尊心や意欲の向上に繋
　がったが利用者同士の分断が生まれた。当初は利用者の企画を積極的に取り入れ
　た支援を行ったが、次第に内容がエスカレートして提案を断らざるを得ない況に
　なった。それを機に利用者と職員との関係が急激に悪化し、職員が徐々に疲弊し
　ていき支援内容も低下して最終的にベンガラ染めを中止せざるを得ない結果に
　なった。能力給を廃止して利用者の時給の統一化をしてからは安定しているが、
　染めと能力給の魅力を活かし切れなかった支援力の振り返りが必須となる。
・原因は現場主任を支え切れなかった法人の管理能力の問題である。精神の困難事
　例に対して具体的なサポートができなかった管理者(理事長兼務)と理事長が兼務を
　せざるを得ない法人体制の改善が求められる(以上は管理者の加筆)。

・利用者一人一人の本当のニーズをしっかりと把握してスタッフ間で共有し、様々
　な角度からチームとしてアプローチしていく。
・アート活動が好きな利用者に関しては普段から関連情報を収集し、本人の能力が
　十分に発揮できるような新授産の開発や表現できる場を開拓していく。
・利用者同士のコミュニケーションが活発になるような働きかけを工夫して継続し
　ていく(趣味等の話題提供で利用者同士の会話の投げ掛け等)。
・柴田(株)の新規作業と利用者とをうまくマッチングして、やりがいを持って作業に
　取り組んでもらう。

運
営
面

・月に一回程度土曜開所を実施して、作業も可・作業以外の過ごし方もできる自由
　な日をつくって利用日数増加にも繋げる(ジャンベやハンドパンに触れる)。
・地域の人達が入りたくなるような外観づくり、利用者が長居したくなるような、
　見学に来た人が利用に繋がるような内装空間づくりをする。
・外部の様々な講師を招いて作業以外の余暇活動を取り入れていく。
・あんずと連携しての合同レクリエーション活動の実施や、ひらめの家単独でのお
　出掛けレク等を企画していく。

経
営

・新規利用者獲得の為にフライヤーを作成してクリニックや支援学校等の訪問先に
　営業をかけていく。
・SNSを活用して取り組み内容を広く周知してもらう。

2024
年度

イメージ

事業所内外の環境整備への取り組みが実を結び、おしゃれな空間になり、地域の人達の出入りも
活発になっている。それに伴い、利用者間のコミュニケーションも活発になり新規利用者も増え
ている。柴田(株)の新規作業の技術指導により利用者の作業に対する士気も上がっている。

2023
目標

2778日 対策
通所している利用者一人ひとりを大切にし、口コミで新
規利用者に繋がるような土壌作りをしていく。

開所日・時間 月～金　9：30～15：00 月1回土曜日9：30～13：00

利用日数

2022
予測

2707日 評価
上半期は好調だったが、「染め事案」で下半期からは利
用者数が減少し不甲斐ない結果となった。

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針
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定員 20名 管理者名 　松田　里佳子

障害種別

土日祝

・利用者だけでなく家族にとっても安心できる相談場所となる。
・障害種別に関わらず地域で生きづらさを持つ人を受け止める。
・医療や関係機関と連携して困難ケースも受け入れる。

取組
内容

支
援
面

事業所名 地域活動支援センターわかば

事業名称 地域活動支援センター（センター型） 知的・精神(発達含む)・身体

スタッフ体制 センター長1名・指導員2名（内非常勤1名）

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価

・新規利用者も増え、居場所として機能を維持する中で法人内外の就労系事業所へ
　繋がる効果もあった。
・外部講師の充実や新プログラム開始など利用者のニーズや課題に沿った実施が
　できた一方で、サテライト的事業所「出張わかば」は実施できなかった。
・家族支援や個別支援の面では、コロナ禍で中止していた「家族サロン」や通院
　同行・自宅訪問などを再開することができた。

上記に
対する
拡大/
改善
課題

・利用者の高齢化による内科や歯科等の不調が顕在化する中、「健康プロジェクト」
　の実施で一定の啓発的効果が見られた。職員の専門性を活かして次年度以降も引き
　続き強化していきたい。
・外部講師のプログラムが充実した年だったが、期間終了や講師スケジュールの関係
　で次年度はやや減ることになる。新たな地域と繋がるプログラム開発とサテライト
　的事業所「出張わかば」の実施が課題。

・本人や家族にとって安心できる居場所、様々な経験や交流・学びを通して自身や他
　者に対する理解を深める場所となるよう工夫をする。地域の中でまだ繋がっていな
　い対象者が通い易い社会資源となる方法を考え、引き続き家族支援に力を入れる。
・集団的支援と個別的支援のバランスを考慮しながら、利用者のニーズや効果に
　沿ったプログラム構成を利用者と一緒に考える。
・職員は研修等に積極的に参加してスキルアップを図り、ケース会議のへの参加や
　通院同行・自宅訪問などを行って関係機関と連携した質の高い支援を目指す。

運
営
面

・関係機関と連携して障害種別に関わらず安心して利用できる事業所運営を行う。
・相談支援事業所開所による職員の兼務の影響がないよう、業務分担や事務作業の
　効率化を図る。
・地域活動支援センター公募に向けての神戸市の動向に注視して対応する。

経
営

・利用者から徴収するプログラム費を有効活用し、プログラムの内容を充実させる。
・利用者の体調やニーズに合わせて就労系事業所に繋げる。

2024
年度

イメージ

・次期地域活動支援センター公募を経て、追加された機能に対応した運営を行っている。
・本部建物内での交流が更に促進されている。

2023
目標

2,200日 対策
体調不良による利用機会の減少を防ぐための支援を行い
ながら、地域への広報活動を継続する。

開所日・時間
月・火・水（第2/第4）・木・金
・日（隔週）10：00～16：00

日曜（隔週）開所、土曜定休

利用日数

2022
予測

2,170日 評価
目標1,800日を上回る結果となった。新規利用者
増加が大きな要因だと考えられる。

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針
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定員 20名 センター長 林　紡

障害種別

土日祝

・コロナ禍の制約がある中でも常に創意工夫を重ね、利用者のリカバリーとQOLの
　向上と社会参加を支援する。
・障害者理解のための普及啓発及び地域交流を活発に行う。
・相談支援の専門職として最新の調査研究内容等の情報を得て職員間で共有・検討
　する。

取組
内容

支
援
面

事業所名 地域活動支援センターあんず

事業名称 地域活動支援センター(センター型) 精神（発達障害含む）・知的・身体

スタッフ体制 センター長1名、指導員2名（内非常勤1名）

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価

・利用者が安心して過ごせる居場所としての機能や、音楽活動やプログラム活動を
　通して利用者がチャレンジする場としての機能を維持できた。
・利用者同士の相互作用により、就労や社会参加を促進する流れが続いている。
・コロナ禍で中止された行事もあったが、自立支援協議会やほっとかへんネット灘、
　灘区精神障害地域支援連絡会への参加により障害者理解のための普及啓発活動に
　参加できた。

上記に
対する
拡大/
改善
課題

・引き続き様々な活動を通して利用者が力を発揮できる機会や場を提供する。
・多様な障害や特性を持つ利用者同士が共に過ごす場所として、利用者一人ひとりの
　権利を守り、互いを理解し合えるような働きかけや環境づくりに努める。
・コロナ禍での社会の動きに合わせて、障害についての普及啓発活動や地域との交流
　等にも積極的に参加していく。

・居場所、プログラム活動、相談支援を三本柱に、利用者一人ひとりを尊重して信頼
　関係を構築し、それぞれのニーズに合わせた丁寧な支援を行う。
・利用者が主体的に活躍できる場として、また利用者同士がプラスの相互作用をもた
　らすことができる場としての機能を今後も維持できるよう支援する。
・就労やステップアップを目指す利用者に対しては、関係機関と連携を取りながら
　利用者が主体的な選択ができるよう支援する。

運
営
面

・関係機関と連携し、地域の中で地域活動支援センターの持つ役割を果たす。
・業務を効率よく進められるよう職員同士で分担し、それぞれの負担が重くならない
　ようにする。

経
営

利用者から徴収するプログラム費を有効活用し、プログラムの内容を充実させる。

2024
年度

イメージ
新たな利用者も、古くからの利用者も安心して利用し続けられるように安定した運営を続ける。

2023
目標

2,250日 対策
地活の支援が必要な人に情報が届くように広報活動を
行う。

開所日・時間
月・火・水（第1/第3）・木・金
・土（隔週）10：00～16：00

土曜日（隔週）開所、日曜定休

利用日数

2022
予測

2,180日 評価
曜日やプログラムによって来所者数の変動が大きかっ
たが、例年と大きく変わらないと思われる。

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針
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定員 若干名 管理者名 　松田　里佳子

障害種別

土日祝

・計画相談の形にこだわらず、地域の相談窓口としての役割を担う。
・セルフプラン利用が難しい利用者や他相談支援事業所では対応の難しい利用者を
　受け入れる。

取
組
内
容

支
援
面

事業所名 いろは

事業名称 指定特定相談支援事業所 知的・精神(発達含む)

スタッフ体制 相談支援専門員2名(常勤兼務)

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価

2023年度事業開始

上記に
対する
拡大/
改善
課題

同上

・「本人主体」を大原則に、利用者が地域で自分らしい生活が送ることが出来る
　ように支援する。
・支援者集団の円滑な連携のために相談支援事業所としての役割を担う。

運
営
面

・職員2名が共に地域活動支援センターと兼務であるため、両センター運営に影響の
　ない範囲にケース数を絞る。
・相談支援連絡会には無理のない範囲で2名で調整しながら出席して、地域のニーズ
　把握や情報収集を行う。

経
営

・システム使用料等の事務費用の一部が賄えるように努力する。

2024
年度

イメージ
地域活動支援センターの業務に支障をきたさない範囲で２～３ケースを担当している。

2023
目標

2ケース 対策
必要性の高いケースから受け入れを開始して、今後の
可能な業務量を見定める。

開所日・時間 月・火・木・金（10:00-13:30） 休み

利用日数

2022
予測

ケース 評価 2023年度事業開始

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針
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定員 管理者名 前田　直子

障害種別

スタッフ体制 常勤2名

事業所名 本部事務

事業名称

2024
年度

イメージ
新しい理念や法人方針に沿った提案が出来るよう情報収集し提供していく。

2
0
2
2
年
度
　
事
業
総
括

主な
事業計画

の
達成度
評価

①経営会議での会計月次報告について、問題点が端的に伝わる書式を作成する。
　→グラフ表示など可視化できる新書式を作成し改善を図った。
②固定資産や備品管理の実施を行い、一品一葉書式に落とし込む。
　→所有資産について現在作業を継続している。
③新規事業実施に伴う様々な事案の発生に臨機応変に対応する。
　また、各種情報収集や諸提案に関し職員との周知・共有を行う。
　→新規事業や既存の事業所についても、職員と情報共有を図りながら進めることが
　　できた。
④新ホームページのアクセス解析を行い、法人や事業所の広報活動を改善・強化し、
　本部からも利用者増への働きかけを行う。
　→情報公開の頻度を増やし求人等の掲載を行うなどホームページの活用は進んだ
　　が、アクセス解析までは実施できなかった。

上記に
対する
拡大/
改善
課題

①経営会議での会計月次報告書式についてはさらに改善を検討し、より具体的に
　問題提起できる書式としたい。
②一品一葉書式へのに落とし込みを完成させ、資産や備品の購入を計画的に出来
　るよう管理したい。
③ホームページのアクセス解析を行う上で、「運用の目的・目標」を明確にする
　など提案を行っていきたい。

2
0
2
3
年
度
　
事
業
計
画
案

基本方針
・中長期的な法人運営安定化のため法人内外を注視し、経営会議へ改善提案を
　行っていく。
・厳しい財政状況の中で優先度(効果的・効率的な)を踏まえ運営していく。

取組内容

①社会環境が変化する中で起こりうるリスク管理(「SNS等の運用」、「著作権・
　プライバシー権等に関する取扱い等」)を徹底し必要な規定等を作成する。
②インボイス制度により変更となる法人内の書類や状況把握を行い、現場と連携して
　統一書式を作成する。
③今秋開催予定の20周年記念式典に向け、本部事務による準備作業の洗い出し、開
　催に向けての提案を行う。
④2022年度作成のBCPを運用に向けて職員研修・訓練を実施する。
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